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目的とは：到達したい状態
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④評価の目的と種類
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④評価の目的と種類
評価の目的とは？ 
目的とは：到達したい状態

障害された 
脳が改善したら

どうしたら 
障害された 
脳が改善するの

ご本人が 
脳を使うしかない

どうしたら 
本人が脳を 
使ってくれるの



評価とは？



①予後を変える評価
＜作業療法評価とは＞ 
ある一定の基準に対して計測した対象の現状と誤差に 
ついてその対応を検討する事。　（作業療法概論）

評価は3つのSTEPが必要
①一定基準の理解 
②計測できる 
③現状と誤差についてその対応を検討する



①予後を変える評価（関節可動域編）
肘関節の伸展に動きにくさを感じる！！ 

↓ 
関節可動域制限の可能性あり 

↓ 
肘伸展の可動域制限評価を行おう 

↓



①予後を変える評価（関節可動域編）
①一定基準の理解：肘伸展可動域は５度 

↓ 
②計測できる：マイナス10度



①予後を変える評価（関節可動域編）
③現状と誤差についてその対応を検討する

関節可動域制限とは？
関節の動きに関与する組織の病変によりROMが狭くなった状態と定義される

A：神経原性 
B：拘縮 
C：強直

皮膚性 
筋性 
靭帯性 
腱性 
関節性



①予後を変える評価（関節可動域編）
③現状と誤差についてその対応を検討する

関節可動域制限とは？
関節の動きに関与する組織の病変によりROMが狭くなった状態と定義される

A：神経原性 
B：拘縮 
C：強直

対応（アプローチ） 
のためには！！ 

↓ 
原因の追求評価が 
必要である。



①予後を変える評価（関節可動域編）
評価は3つのSTEPが必要

①一定基準の理解 
②計測できる 
③現状と誤差についてその対応を検討する
このために必要なのが 
①〇〇とは（概念と知識） 
②原因追及のための評価





皆さんは、誰のための評価をしていますか？

セラピストの 
ための評価

患者様の 
ための評価



セラピストの為の評価
わからない！！



セラピストの為の評価
わからない！！

どんなアプローチをしていいかわからない？

何でできないかわからない？
どんな症状があるかわからない？

リハビリ効果がわからない？

このままでいいのかわからない？



患者様の為の評価



わからない！！
どんなリハビリをしていいかわからない？

何でできないかわからない？
どんな症状があるかわからない？

リハビリ効果がわからない？

このままでいいのかわからない？

患者様の為の評価



セラピストの為の評価と 
患者様の為の評価の違いは？



セラピストの為の評価と 
患者様の為の評価の違いは？

心 心

セラピストの心を 
満たす為の時間

患者様の心を 
満たす為の時間



これはどっち？
体幹のアライメント 

が悪いな
この服着れますか？ 
手伸びますか？



これはどっち？
今から評価します 
25点ですね。



どうすれば患者様の為の評価に？



どうすれば患者様の為の評価に？
①何のための評価か？を説明する

1. 現状何に困っているのか？ 

2. 何を目指すのか？ 

3. その原因が何なのか？ 

4. 原因がわかった時、どうするのか？



どうすれば患者様の為の評価に？
①何のための評価か？を説明する

1. 現状何に困っているのか？ 

2. 何を目指すのか？ 

3. その原因が何なのか？ 

4. 原因がわかった時、どうするのか？





非麻痺側で行う脳の機能評価
＜原因がわかった時、どうするのか？＞
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非麻痺側で行う脳の機能評価
＜原因がわかった時、どうするのか？＞

評価 動作

input output

処理

処理の間違いが原因 
↓

処理方法を教える 処理の仕方って？



非麻痺側で行う脳の機能評価
＜原因がわかった時、どうするのか？＞

評価 動作

input output

処理

inputしたのものどう処理するのか？



脳の知覚
①黄色と言われて連想する物



脳の知覚
①黄色と言われて連想する物

②嫌いな事と言われて連想する事



脳の知覚
①黄色と言われて連想する物

②嫌いな事と言われて連想する事

③右手挙げてと言われた時の手の挙げ方



情報 行動

非麻痺側で行う脳の機能評価



情報 行動

非麻痺側で行う脳の機能評価
知覚→認知→戦略

脳のパターンを評価する



非麻痺側で行う脳の機能評価

情報 行動

どんな指示 
をすると

どんな行動が 
起こるのか？

知覚→認知→戦略

脳のパターンを評価する





効果のある伝え方



効果のある伝え方



効果のある伝え方
何が大切？



効果のある伝え方
何が大切？

変化は誰が 
気づく？
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